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交野市ボランティアグループ連絡会 
          障害者との交流「ほほえみ」 

大阪市西区手話サークル「ながほり」 
～手話でコミュニケーション豊かな地域づくりを～ 

N P O ・草の根活動  

コミュニケーションをコンピューターシステムが代

行できる今の時代にこそ、お互いに顔をあわせて話す「手

話」を通じた交流を大切にしたいと私たちは考えてい

ます。 

「ながほり」は今年で設立20年を迎える手話サー

クルで、現在は昼の部・夜の部あわせて48名の会員

がいます。週に一度の例会では、手話で聴覚障害者と

の交流を深め、さまざまな問題について共に学びあい、

活動につなげています。ボーリング大会やクリスマス会、

お花見、納涼会、ハイキング、新年会といった行事の

他に、秋の交通安全週間では手話付きの交通安全講習

会を開催しています。 

また、「ろう高齢者が安心して生活できる場づくり」

「ろう重複障害者が孤立しないで働ける作業所づくり」

の資金のために、ハッピ着用での街頭募金や、ビーズ

や毛糸の手作り品を作ってバザーも開いています。 

現在は、地域行事への団体参加、ボランティア講座

での手話勉強会や区内手話通訳者の派遣などを通じて、

地域でのネットワークづくりと手話の普及に取り組ん

でいます。 

聞こえない人が情報やコミュニケーションからとり

残されることのない社会を目指して、これからも「視

野はグローバルに、実践はローカルに」というスタン

スで、広くアンテナをはりめぐらせながら、今、ここ

にある個別課題に対応できるサークル活動を続けて行

くつもりです。 

坪田 建一さん 
つぼ   た    け ん  いち  

（ジェネシス オブ エンターテイメント代表） 
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障害のある友人に立ちはだかる壁
障害のある人とない人がペアを組み、さまざまなジャ
ンルのダンスを踊る「車いすダンス」。ジェネシス オ
ブ エンターテイメントは、「障害の有無に関わらず、
共通の生きがいを創造する」を目的に活動する市民団
体である。代表の坪田建一さん自身は“健常者”だが、
高校時代の親友がバイク事故で脊髄を損傷、車いす生
活になったことがきっかけで障害のある人の問題につ
いて考えるようになった。 
「でも最初はその友だち以外の障害のある人と接す
るのが怖かったんですよ。それまで接したことがなかっ
たし、コミュニケーションの速度も違う。違いばかり
が目について、話ができなかったんです」。一方で、
車いすを使う友人と街に出れば、彼にはさまざまな壁
が立ちはだかるのを目の当たりにした。レストランに
入れば通路に座らされる。消防法を盾に入店を断られ
ることも珍しくなかった。事故以前から夜な夜な出か
けていたクラブへの入店を断られた時は、仲間たちと
猛烈に抗議した。 
 
孤立させられる“障害のある人”
ところが、ふと車いすの友人に目をやると、一番怒
りを感じているはずの彼が身を縮ませている。「その時、
怒ったり、くってかかるだけでは何も解決しないと思
いました。障害があっても人生は楽しめるはずだし、
みんながみんな障害のある人への差別をなくす活動に
取り組まなくちゃいけないということもない。障害があっ
ても何気なく生きられる社会を自分たちでつくってや
ろうと決意しました」。活動の柱にダンスを選んだの
は「自分たちがやりたかったから」。あくまで自分た
ちが楽しむことにこだわった。 
「障害のある人もない人も一緒に」と始めたが、当
初は障害のある若者とのコミュニケーションにとまどっ
た。話しかけても返事が返ってこない。こちらの目を
見てもらえない。「なんで話してくれへんねん、向き合っ

てくれへんねん」と突き詰めていくと、孤立させられ
る障害のある人の姿が浮かび上がってきた。「なかには、
学校でいじめにあったり、話をしてくれないクラスメー
トも少なくないみたいなんです。先生の協力もあるん
ですが、“自分から話しかけるんだ”と言われ、自分
でできるならそうしているのに、相談できる人がいな
くなり孤立している。会って間もないぼくに心を開き
にくいのは当然だったんです。」 
 
一緒にいることでお互いに成長できる
就労なども含め未ださまざまな社会的課題のある
人に、ダンスが何の力になるのか。10年やってきた
今も自分に問い続ける。だからこそ講演活動も積極的
に行ない、「誰もが人として輝ける社会を」と訴えて
きた。一方で、一流のダンサーの指導を受けるなどダ
ンスの技術を磨くことを怠らない。しかし残念なことに、
福祉の世界で認められれば認められるほど、ダンスに
対する評価がおざなりになる。良くも悪くも、主催者
からダンスの内容や質を批評してほしいという想いが
あるのだが、無条件に良かったよ！という言葉だけで
終わってしまうことも少なくない。 
 「だけどまっすぐに評価してくれる人もいるから、ぼ
くらもがんばれます。“障害のある人とない人”を助
けてもらう側・助けてあげる側という関係に固定して
しまうのはもったいない。一緒にいることでお互いに
成長したり、変わることができるんです。ぼく自身も
障害のある仲間に支えられていままでやってこれました。
“お互いさま”そのことを伝えていきたい」。坪田さ
んはそう言葉を結んだ。 
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おこた 

い  す  

活動の始まりは、1977（昭和52）年、義務教育
は終えたが、その後の行き場のなかった、障害のある
方の友達作りを目的に始めました。 
当時、体の不自由な方は、授産施設など近くになく、

義務教育を終えられると、ただ家で家族と一日を過ご
すだけ、という生活になるのが普通のことでした。そ
のような中で、たった週1回のことですが、彼らが社
会とのつながりをもてる小さなドアであればと活動を
はじめました。 
地域の施設を借り、お母さんが車椅子を押して通われ、

その後何人かの方が加わり、それぞれができることを
していこうということで、文字の練習、編物、貼り絵、
本の朗読等、素人集団が思いつきでいろんなことをし
て過ごしました。その活動が今「ほほえみ」として続
いています。 
開設当時からずっと20年来来てくれていたメンバー

の一人が2年ほど前からデイサービスを利用するように
なってここに来られなくなり、淋しくなったと思ってい
たところへ新しい仲間が加わり、また賑やかになりまし
た。メンバーの出入りはあるものの、いつも5～6人く
らいの人が利用しています。ボランティアは素人ばかり
で専門家はいません。障害のある人との交流が目的です
から、特別なことは何もしていません。おしゃべり、手
仕事、トランプ遊び、気候のいいときは、近くを散歩し、
軽い体操でからだをほぐしたりします。年中行事として、
七夕祭りの飾り付け作り、クリスマス会、メンバーの誕
生会などをしています。ボランティアしているというよ
り、一緒に遊ばせていただいているというのが実感です。 
こんなことでいいのかなと悩みながらも、利用者の、

「ここが好き」という声に励まされて、ただただ楽し
く一日を過ごしていこうと、毎週ボランティアセンター
に通ってきています。 
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